
平成２４年第１回高山市議会定例会 

一 般 質 問 

◎一般質問の順序 

◎質問時間等については以下のとおりです。 

①一問一答方式：議員の質問のみで４０分。質問回数は制限なし。 

②一括質問方式：議員の質問のみで４０分。質問回数は５回まで。 

※①、②とも反問に要した質問及び答弁の時間は持ち時間に含めない。 

◎一般質問の内容は次のとおり通告されています。 

月 日 議 員 名 質問方式 会 派 名 ページ 

３月６日（火） １． 山腰恵 一 議員 一問一答 高山市議会公明党 １ 

２． 中筬博 之 議員 一問一答 高山市議会公明党 ２ 

３． 岩垣和 彦 議員 一問一答 市 民 ネ ッ ト ３ 

４． 水門義 昭 議員 一 括 新 風 会 ４ 

５． 渡辺甚 一 議員 一問一答 新 風 会 ５ 

６． 北村征 男 議員 一問一答 新 風 会 ６ 

３月７日（水） １． 倉田博 之 議員 一問一答 新 風 会 ７ 

２． 松山篤 夫 議員 一 括 新 風 会 ８ 

３． 松葉晴 彦 議員 一問一答 新 風 会 ９ 

４． 木本新 一 議員 一問一答 新 風 会 １０ 

５． 中田清 介 議員 一 括 新 風 会 １１ 

６． 藤江久 子 議員 一問一答 新 風 会 １２ 

３月８日（木） １． 谷澤政 司 議員 一問一答 新 風 会 １３ 

２． 松本紀 史 議員 一問一答 新 風 会 １４ 

３． 若山加代子 議員 一問一答 無 会 派 １５



 1  

【山 腰 恵 一 議員】（一問一答） 

１．防災士について 

（ア）防災士の認識について 

（イ）防災士育成について 

２．空き家対策について 

（ア）空き家（老朽化）の現状把握について 

（イ）市民からの苦情や相談の内容や対応について 

（ウ）適正管理条例について 

（エ）危険老朽化空き家対策事業について 

３．高齢者肺炎球菌ワクチンについて 

（ア）ワクチンの認識について 

（イ）公費助成の考えについて
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【中 筬 博 之 議員】（一問一答） 

１．飛騨高山国際芸術祭と文化芸術振興について 

（ア）飛騨高山国際芸術祭に対する市長の考え方は 

（イ）これまでの取り組みの経緯について 

（ウ）芸術文化振興指針について 

（エ）飛騨高山国際芸術祭のコンセプトについて 

（オ）「人づくり」という視点について 

（カ）「地域づくり・国際化」という視点について 

（キ）事業予算とスケジュールについて 

（ク）市長公約「芸術文化振興予算に総予算枠の１%確保」について 

２．各種要望への対応について 

（ア）公明党予算要望への対応について 

（イ）町内要望への対応について 

（ウ）要望に対する回答の仕方について 

（エ）「検討する」という回答の進捗管理について 

（オ）予算編成過程における各課からの要求の査定について 

（カ）地元説明会のあり方について



 3  

【岩 垣 和 彦 議員】（一問一答） 

１．国の方針及び地財計画と市の考えについて 

（ア）地方交付税の増額理由は何か 

（イ）国家公務員給与７．８％削減に対する地方公務員への影響は 

（ウ）市職員の英語能力を高める意味は何か 

２．地域活性化における市の方針について 

（ア）地域活性化に向けた事業は、新年度予算にどう盛り込まれたか 

（イ）地域活性化のために、新たな産業と雇用を生み出す対策は検討されているか 

３．景気対策と市の方針について 

（ア）景気回復策として新年度予算の柱は何か 

（イ）プレミアム商品券事業の検証結果をどう活かす考えなのか 

（ウ）経済対策全般を検討する部署は必要ないか 

（エ）「市民幸福度」を高めるために自治体が果たす役割をどう捉えているか
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【水 門 義 昭 議員】（一 括） 

１．平成２４年度予算について 

（ア）高山市議会新風会予算要望について 

・要望事項をどの様に反映されたのか 

「すみよさ」、「やさしさ」、「ゆたかさ」、「にぎわい」、「個性」の各分野について 

・市民主体の地域づくり活動の推進についての予算反映は 

・まちづくりの目標水準の市民・行政・議会の共有化についての予算反映は 

・引き続き検討項目となった要望事項についてはどの様な考えか 

・議会からの政策提言についてどの様な取り組みをされているのか 

（イ）行政改革大綱との関連について 

・定員適正化の取り組みについての予算への反映は 

・起債残高の目標値についての予算への反映は 

（ウ）地方分権、地域主権の推進について 

・第２次一括法の地方自治体予算への影響と考え方について 

・県からの権限の移譲と財源移譲について、現状はどの様な推進状況なのか 

市長の考えは 

・県の道路の維持や除雪などは権限も財源も移譲できないのか 

（エ）予算、決算審議の改革について 

・事業別予算書、決算書の導入について 

・事業評価の外部評価も含めたこれからの取り組みについて
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【渡 辺 甚 一 議員】（一問一答） 

１．農業振興について 

（ア）青年就農給付金について 

（イ）認定農業者について 

（ウ）農業後継者について 

（エ）営農活動への支援について 

（オ）農業生産額について 

２．消防団ポンプ庫について 

（ア）トイレ整備について 

（イ）耐震性について 

（ウ）火の見やぐらについて 

３．資源リサイクルセンターについて 

（ア）焼却場について 

（イ）第二埋立地について 

（ウ）第一埋立地について
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【北 村 征 男 議員】（一問一答） 

１．高山市第５期介護保険事業計画について 

（ア）市民説明会場での意見をどのように取り入れたか。市民の理解は得られたのか 

（イ）月額５，３５０円は限界を超えている。第４期の４，８００円を第５期に据え置 

く事を検討したのか 

（ウ）月額４，８００円＋積立金３００円＝５，１００円の検討は 

（エ）他市と比較し要支援・要介護認定者が何故こんなに多いのか。調査、分析は 

（オ） ５， ３５０円を認めると保険料の所得段階区分の該当者数はそれぞれどうなのか。 

第６期の見通しは（積立金も無くなるが） 

（カ）市民への説明時と違った点や説明しなかった点を再度説明して歩くのか（保険料 

所得段階区分、保険料金の変更、在宅介護者の慰労金、各会場での意見の回答、今 

後の介護制度など） 

２．定員適正化計画と給与是正について 

（ア）少数精鋭主義で質の高い職員で対応と言われているが今もそうか。平成２４年度 

９２２名の実行定員数と聞くが、１２２名をどうやって削減するのか 

（イ）第５次行政改革大綱の数値目標８００名は、確実に行うのか 

（ウ）合併時の給与格差の分析、調整方法等７年が過ぎる今、どこまで進んだのか 

（エ）同じ様な仕事をし、採用年数も同じ職員は給与も同じと思うがどうか 

（オ）給与格差があれば２６年度までに完全に是正すべきと思うがどうか 

３．常備消防と消防団について 

（ア）今後も常備消防職員を定員適正化計画に当てはめるのか 

（イ）友好都市と災害協定を結んでいるがこれでいいのか（分署等１１名体制） 

（ウ）最低限の配置人員は、４・４・４と日勤１の１３名と思うがどうか 

（エ）消防団に入団している職員は何名か 

（オ）各団から多くの施設等の要望がある。車庫等の対応はどうか
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【倉 田 博 之 議員】（一問一答） 

１．家具製造工場移転後跡地におけるショッピングモール出店計画のその後について 

（ア）中心市街地活性化協議会や住民からの意見はどういったものか 

（イ）意見を踏まえた上で、この事案に対する市の見解は 

（ウ）安心・安全のまちづくりを担保するため、高山市はどう行動されるのか 

２．障がいを持つ旅行者にとっての「行きよいまち高山」（ユニバーサル観光）について 

（ア）障がい者や高齢者が高山を訪れる際の、受け入れ態勢の整備状況はどうか 

（イ）ユニバーサルデザインの観光について、情報とその伝達はどうなっているか 

（ウ）ユニバーサル観光を統括的に管理・発信する司令塔が必要なのではないか 

（エ）ユニバーサル観光にもっと障がい者の協力や雇用を組み入れられないか 

３．土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域などの指定について 

（ア）岐阜県が指定した土砂災害警戒区域などの影響について 

（イ）災害の防止と回避についての方策について 

（ウ）指定避難所の再検討とハザードマップの見直し作成の必要性について
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【松 山 篤 夫 議員】（一 括） 

１． “昇龍道”プロジェクトについて 

（ア）高山の観光のあり方の再検証と再構築について 

（イ）市民への啓発について 

（ウ）位山の活用について 

２．森林・林業の再生策について 

（ア）進捗状況と問題点について
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【松 葉 晴 彦 議員】（一問一答） 

１．商工会の現状と組織改編について 

（ア）高山西、南、北商工会の現状について 

（イ）商工会指導体制の課題について 

（ウ）県下５ブロック制による組織改編について 

（エ）市としての支援について 

２．新しい射撃場の建設について 

（ア）現状と課題について 

（イ）見通しについて 

（ウ）市としての支援について 

３．周年農業体系について 

（ア）施設園芸（ほうれんそう・トマト）農業の実態について 

（イ）晩秋～春季の５か月間の就業対策について 

（ウ）中濃地区等平坦地の農地借用と園芸振興対策について 

４．バランス食学習会の啓発と普及について
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【木 本 新 一 議員】（一問一答） 

１．ぎふ清流国体について 

（ア）冬季国体を終えて市長の所感は 

（イ）成果と秋の大会に向けて 

（ウ）予定の参加人員は 

（エ）観光宣伝への取り組みは 

（オ）特産品アピールの方法は 

（カ）開始式の方法は 

（キ）宿泊、輸送の方法は 

（ク）３競技９会場の設営は 

２．スポーツ推進について 

（ア）スポーツ推進の考えは 

（イ）施設整備について 

３．全国高校選抜スキー大会（ノルディック種目）について 

（ア）継続についての考えは 

（イ）地域活性化センターの補助金について 

（ウ）今後の対応について 

４．高山市公設の三つのスキー場について 

（ア）運営状況と課題は 

（イ）海外戦略への取り組み 

（ウ）活性化戦略の検討について
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【中 田 清 介 議員】（一 括） 

１．中心市街地の交通体系とまちづくりについて 

（ア）自家用車による観光客の受け止め方と循環型公共交通 

拠点駐車場と「まちなみバス」について 

（イ）施設振興公社による駐車場管理から民間委託への転換、並びに循環型公共交通 

民間化によるまちづくりへの再投資と活性化について 

（ウ）中橋を中心としたトランジットモール化について 

中低層のまちなみの維持と歩行空間の充実、並びにその波及効果 

（エ）高付加価値のまちづくりと公共交通並びに都心商業 

こうした課題を総合調整できる庁内体制は確立できるのか 

２．北陸新幹線２０１４年開業を見据えた鉄道交通の課題 

（ア）東京－富山間２時間１０分での営業と高山線の接続・増便等について 

・ＪＲ東海、ＪＲ西日本への要望活動は具体化しているのか 

・飛騨圏域の自治体間や各種団体との連携での要望活動は調整できているのか 

（イ）首都圏との時間短縮と関西圏へも時間短縮の可能性 

・バス交通との相乗効果など経済効果の予測や対応を研究されているのか 

３．鍛冶橋、筏橋、中橋の修理と耐震補強について 

（ア）欄干修理についての市民の感想と工法についての不満 

（イ）今後中橋についてはどのように対応されるのか 

（ウ）耐震補強についてはどのように説明されているのか
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【藤 江 久 子 議員】（一問一答） 

１．久美愛厚生病院の新築移転について 

（ア）緩和ケア病棟について 

（イ）診療科（周産期医療）の確保について 

２．男女共同参画社会の構築について 

（ア）男女共同参画はなぜ必要か 

（イ）高山市の管理職登用について
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【谷 澤 政 司 議員】（一問一答） 

１．市長のまちづくりに対する考えについて 

（ア）市街地の都市計画及び土地利用において、いま取り組まなくては市の将来に大き 

く影響をおよぼすことがでてくると思うが、その取り組みについては 

（イ）久美愛病院移転後の跡地について、地権者(岐阜県厚生連)から正式に要望書が提 

出されたが、その対応と民間企業への働きかけについては 

２．学校経営について 

（ア）子どもたちを地震等災害の危険から守る危機管理体制について 

（イ）将来を担う子どもたちの、伝統文化等を学ぶ機会の確保について 

３．火葬場建設について 

（ア）全体計画のコンセプトと任期中の建設地選定について 

（イ）建設への課題及び実施年度計画の考えについて
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【松 本 紀 史 議員】（一問一答） 

１．若者定住促進事業の拡充等について 

（ア）若者定住促進事業（ＵＩＪターン家賃助成）の現状について 

（イ）高山市職員の住居手当の現状について 

（ウ）若者定住促進事業（ＵＩＪターン家賃助成）の拡充について 

２．高山市の人口について 

（ア）合併後の人口と世帯数はどのように変わったか 

（イ）結婚相談所の内容と取り組みについて 

（ウ）出生率について 

３．スポーツ振興について 

（ア）高山市のサッカー人口の増加の現状をどう把握しているのか。他のスポーツにつ 

いてはどうか 

４．防災教育について 

（ア）地域の状況に応じた防災教育についてどう考えているのか
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【若 山 加 代 子 議員】（一問一答） 

１．地域農業マスタープランについて 

（ア）プラン作成のスケジュールについて 

（イ）国の考え方は大規模化だが、山間地の荒廃につながるのではないか 

（ウ）担い手の育成について 

２．高山市の経済とＴＰＰ（環太平洋連携協定）について 

（ア）ＴＰＰに参加した場合の影響を市はどうとらえているか 

（イ）市長の考えは 

３．学校教育について 

（ア）小中学校のバリアフリーについて 

（イ）平成２４年度から必須となる「武道・ダンス」について


